




   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

自分のふるさとが大事だと思う心を育む

取組とか、大学との連携による高校生の

地域課題の解決の講座などへの支援を行

っているところです。 

 私たちの委員会でも、今年の重点調査

項目で、移住の促進や南部地域の活性化

を掲げているところです。今後、さっき

言っていただいたように、企業の誘致な

どもしていきたいなと思っているところ

ですが、例えば働く場所を確保するため

の企業誘致について、県では地域資源な

どを活用した南部地域への誘致に取り組

んでおり、企業投資を促進する制度もあ

るんですね。同時に、さっき言っていた

だいた起業するということも大事なこと

だと思います。都会に出て、力をつけて

帰ってきて、それを発揮する場がないと

先ほどおっしゃっておりましたが、その

発揮する場を自分たちでつくっていく、

そういう力強さも大事だと思いますし、

そういうことを私たちが支援していかな

ければならないなと感じるところでもあ

ります。その辺では、商工会議所とか基

礎自治体も一緒になって、環境をつくっ

ていくことが大事だなと感じているとこ

ろです。 

 また、先ほど言っていただいた若者の

定住のための子育て支援、それから医療

サービスというのは絶対欠かせないこと

です。どの地域でも一定の医療サービス

を受けることができるような環境整備、

それから、将来の子どもたちが三重県で

学びたいと思えるような、東紀州で学び

たいと思えるような県内の高等教育機関

の充実、それから魅力向上が必要です。

それは東紀州だけではなくて、三重県全

体で考えなくてはならない問題でありま

す。県として、しっかりと取り組むよう

に私たちも要望を続けていきたいと考え

ているところです。 

 それから、最後に言っていただきまし

た文化施設のことですけれども、文化施

設のことは、今の県の財政状況では大変

厳しいところでありますけれども、各県

立文化施設を活用して三重県全体の魅力

を広く発信していくことで、東紀州の活

力や移住・交流促進につなげることがで

きればと思っています。 

 ご存じのように、尾鷲には熊野古道セ

ンターがあります。熊野古道センターは、

熊野古道の歴史や自然、文化についての

情報発信などを世界に行っています。こ

うした施設についても、いろんなイベン

トとあわせてコンサート等を行うことで、

文化活動を通じた地域の交流促進につな

がるものと考えています。 

 私たちは東紀州地域をもっと活性化し

ていきたいと同じように思っています。

そのためにも、今日、すばらしい提案を

いただきましたが、そういう高校生の皆

さんの力が本当に必要な時代に来ている

と思っています。 

 県としても、引き続き東紀州地域の活

性化に向けた様々な取組を進めていきま

すけれども、ぜひ皆さんも、東紀州地域

のすばらしい自然とか、おいしい食べ物

とか、スピリチュアルな魅力をぜひ発見

して、広く情報発信をしていただきたい

と思っています。そして、地域の活性化

に一緒になって携わっていってほしいと

思います。これからも、ともに力を合わ

せて東紀州のために頑張りましょう。 

 

○木本高等学校 

 ご答弁ありがとうございました。 

 まず最初に、力強い共感の言葉、とて

もうれしく思います。我々木本高校は、

ユネスコスクールとして認められている

ので、その強みを生かして、周りにある

世界遺産を利用して、外国人の観光客や

県外から訪れる人のために、何かイベン

トや行事、活動を行っていきたいと思い

ます。ありがとうございました。（拍

手） 

 

○議長（稲葉雅紀） 

 セントヨゼフ女子学園高等学校、42番 

草川史織議員、43番 江藤里桜議員、44

番 西川天海議員、45番 永倉菜々美議

員。 
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までした。 

 本日は、公・私立高校、特別支援学校

16校52名の方々に参加いただきました。

今回の参加は、先生に勧められたり、自

ら希望した人もいるかと思いますが、他

校の生徒さんの質問や、あるいは委員長

の答弁を聞かれてどのような感想を持た

れたでしょうか。 

 今回の質問項目は大きく分けて６点ご

ざいました。「福祉・医療・介護分野で

の人材確保や環境整備」「生活・教育の

充実」「積極的な観光振興」「人口減少

や少子高齢化に伴う地域活性化、雇用な

どの地域課題への対応」「伊勢志摩サミ

ット、高校生サミットなどグローバル化

への対応」「学校通学路の安全確保」な

ど、幅広く的確な質問、提案をいただき

ました。 

 皆さんも感じておられたかもしれませ

んが、同じ高校からの質問でも、答弁す

る委員長が替わることがありました。そ

れは、一つの課題を複数にまたがる部局

が所管しているということでございます。

例えば、通学路についても、土木であっ

たり、警察であったり、教育であったり、

あるいは国であったり、県であったり、

市町であったりする。そういうことをご

理解いただけたかと思います。 

 感動したこと、あるいは私自身が反省

したことが３点あります。 

 １点目は、高校生議員の皆さんが、日

ごろの暮らし、授業などの学校生活の実

体験、気づきや熱い思いをもとに課題意

識を持って質問・提案されていたことで

す。 

 ２点目は、質問・提案するための下準

備をしっかり行い、最新の情報を持って

いること、あるいは、生徒だけではなく、

地域住民へのアンケート調査の実施など

をされ、分かりやすい言葉で質問されて

いたことです。 

３点目に、私自身が行政に携わる者と

して反省させられることは、分かりやす

い言葉で皆さん方、あるいは県民に話し

かけているだろうかということでござい

ます。自己満足の事業や行政でなく、県

民、生徒の皆さんがいかに理解し、一緒

になって行動してくれているかという、

そういう点が欠けていたのではないかと

今さら反省するところでございます。教

育行政に携わる者として、私学の独自性

を尊重した上で、改めて県内の児童・生

徒の皆さんが生き生きと学び、卒業する

ときに三重県で学んでよかった、先生方

が三重県で教員をしていてよかったと言

ってもらえるように今後も力を尽くして

まいります。 

 なお、皆さんが今日行った資料収集・

分析、あるいはプレゼンテーションは、

今後の高校教育に求められる主体性・思

考力・判断力・コミュニケーション能力

の大切な要素となります。今後必ずや、

民間でも行政でもどこへ行っても、社会

人となったら必ず役に立つ方法でござい

ます。このような学びをアクティブ・ラ

ーニングといいます。ぜひこれからも続

けてほしいと思います。 

 なお、四日市南高校のＣＡＮ―ＤＯリ

ストがないということ、知らされていな

いということについては、確認しました

けれども、三重県の高等学校は100％、

ＣＡＮ―ＤＯリストがつくられています。

ただ、つくられているだけで皆さんに周

知されていない、理解がされていないと

いうことが、学校、あるいは教育行政の

反省するところだと思います。不安がら

せて申し訳ございませんでした。 

 お願いしたいことは、１点目は、みえ

高校生県議会への参加を一過性にしない

ということです。今日の質問・答弁を県

議会のホームページ、新聞やラジオなど

を通じてフォローアップしたり、あるい

は身近な学校生活、社会の新たな課題に

ついて主体的に考え、行動してほしいと

いうことです。委員長の答弁にもありま

した。志を立て、自ら学びとるという姿

勢を待つことから一歩踏み出す勇気。こ

んな言葉があります。「求めよ、さらば

与えられん」。その姿勢を大事にしてほ

しいなと思います。 

 ２点目は、川越高校や津東高校の質問

の中にもありましたが、自治活動の一つ
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んが、それぞれが目指される分野でご活

躍され、そのことを通じて、三重県がよ

り住みやすく、より魅力ある県になって

いければと、そんな期待もさせていただ

いたところでございます。また、あわせ

て、ぜひ、今日参加いただいた皆さんの

中から、将来の三重県議会を担ってくれ

る人材が出てきてくださることも願って

おります。 

 最後になりましたけれども、本日の開

催に当たりまして、まずは参加いただい

た高校生議員の皆さん、そして、大変お

忙しい中、ご尽力を賜りました各学校の

先生方はじめ関係者の皆さん、そして、

傍聴に来ていただきました皆さん、本日

は本当にありがとうございました。これ

から若い皆さんが大きく活躍されますこ

とを、そして、皆さんの未来がすばらし

いものでありますことを祈っております。 

 これをもちまして、みえ高校生県議会

を終了いたします。 

 ありがとうございました。（拍手） 

 

〔午後４時50分閉会〕 
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